
６９号に引き続き、今号では、現学芸員内海美佳が明野歴史民俗資料館の歴史を振り返ります。

平成１８年１２月、まだ大学院在学中に、学生生活を送っていた茨城県より山梨県にやってきました。人としても

学芸員としても大変未熟でしたが、たくさんの方々に助けていただきながら、学芸員として働いて参りました。

農村においての民俗とは、農業や農の暦と切っても切り離せないものです。いくら民俗学を学んできたとはいえ、

地域の皆さんにとっては当たり前のことが、東京の下町に生まれ育ち、農業とは無縁の生活をしていた私にとっ

ては馴染みが無く、面食らってしまうこともしばしばでした。そのような時、いつも助けて下さったのが会員や

郷土研究部の皆様でした。ご自宅にお招きいただいたり、資料館にご来館いただいてお話を聞かせていただきま

した（農の恵みである、お米や野菜もどっさりいただきました）。

資料館での仕事の思い出を２つ。

１つ目は、着任１週間後のこと。明野小

学校より、６年生の授業で第二次世界大戦

について資料を使って話をしてほしい、と

依頼がありました。働き始めてから、たった

の数日。どのような資料が収蔵庫にあるか

も分からない状態で、私に務まるか不安

でしたが、解説準備のために千人針に触

れていた時、その千人針やそれを所持して

いた人がくぐり抜けてきた歴史を想い、

ポロポロと涙がこぼれてきました。そして、

資料館の資料ひとつひとつに、誰かが暮

らしのために使った歴史があり、それを

地域の皆さんに伝えるのが私の役目だと、

気を引き締めました。

２つ目は、最初の企画展「明野・山梨・そして全国の茅

葺き」です。初めての企画展作りで、何から手をつけてい

いかも分からず、回りに迷惑をかけながらの開催でしたが、

「企画展を観に来ました」という来館者の言葉が本当に嬉

しかったことを覚えています。その後も何度も聞くことが

できたこの言葉は、その度に新鮮に私の耳に響きました。

これら、着任して日が浅い時期に得た経験が、明野での

学芸員生活の励み、礎となりました。

資料館の隣に小さな畑があり、こども達と一緒に昔なが

らの農法で野菜を作ってきました。収穫間近の作物を見

て、畑作りを手伝って下さった方が言った「充実」という

言葉。それまで、「充実」という言葉が、作物の「実」が「充ち

る」ことからきているのだと気付いていませんでした。

明野で過ごした４年４ヶ月は、まさに充実した日々でした。

地域の歴史文化の保全・伝承に貢献できたのか、自信はありませんが、支えて下さった多くの皆さんへの感謝を

胸に、明野で学んだことや得た経験を活かして、今後ますます精進したいと思います。ありがとうございました。

内海美佳

明野小学校６年生 授業の様子

第１５回企画展「装いの民俗」 内海学芸員案内の様子

第１４回企画展「食の歳時記」 ハンズオン展示

第８回企画展「明野・山梨・そして全国の茅葺き」

資料館の畑 収穫祭の様子

いしずえ
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午
前中は諏訪大神社と宇波刀神社にて奉納。諏訪大神社で奉納

　　　　　　させていただいたのは、「須佐男命の舞」と「神の舞」。どちらも

一人舞ですが、その内の 「神の舞」 は、一から諏訪大神社神楽保存会の

方々に教えていただきました。昨年の祭りで大人の方が舞う「神の舞」を

観て、あの舞に挑戦したい！と思った子の想いが叶いました。教えて下さった

先生の見守る中、堂々と舞うことができました。

　　宇波刀神社では毎年奉納させていただいていますが、子ども達も中学

２年生になり、練習の時から 「 頼りにしているよ 」 と神社の方に言って

いただいていました。安定感のある舞を見せてくれました。

　　午後は三之蔵神社での奉納。９人の子ども達がそれぞれの舞を奉納しま

した。秋からずっと子ども達に舞を教えてくださった、三嶋神社神楽保存

会の先生も来てくださり、子ども達の練習の成果を観てくださいました。

　舞い終わった後、子ども達はたくさんの方々からお言葉をいただきました。教えてくださった方、舞を観てくだ

さった方の感想が、子ども達にとって何よりの褒め言葉になります。

　お世話になった神社の皆さま、神楽保存会の皆さま、本当にありがとうございました。これからも、「こども

神楽教室」へのご理解とご協力、そして子ども達への温かな応援をどうぞよろしくお願いいたします。

春季例大祭

４月１２日（日）

諏訪大神社（浅尾新田）

宇波刀神社（北組）

三之蔵神社（三之蔵）

４ 

月第一日曜日。明野での春祭り初日。この日を迎えて、いよいよ春到来

　　　　 という感じです。白山神社では、今年も無事に式典の中で「浦安の

舞」が奉納されました。かやぶんも少しだけお手伝い。上神取の女の子達

４人が、可愛らしく舞いました。観ている大人達の顔も、知らず知らずの

うちにほころんでいきます。「こども神楽教室」卒業生の男の子も、団員の

一員として堂々と舞っていました。

　　三島神社では、４人の子ども達がそれぞれ一人舞いを奉納。風が少し

強かったけれど、最後までしっかりと舞いきることができました。

４月５日（日）

白山神社（上神取）

三島神社（浅尾）

子ども 神楽奉納レポート

すさのおのみこと

じん

春季例大祭

練習もがんばりました！
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１１月１日（月）より、明野歴史民俗資料館第１５回企画展「装いの民俗」が

始まりました。既に市から広報されていますが、北杜市郷土資料館再編

のため、明野歴史民俗資料館は平成２２年度をもって閉館となります。

本企画展が資料館の最後の企画展となりますので、足をお運びいただけ

ると幸いです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内海）

前回の企画展「食の歳時記」では、北杜市における、高度経済成長期前の「ケ

の日」、つまり日常の食の風景について取り上げました。北杜市のような農

村地帯では、一年を農の暦に沿って送り、一日もまた、農作業を中心に送り

ました。食だけでなく、装いも農作業に適するよう作られ、発展していきま

した。

人々の装いは、第二次世界大戦中に合理的な衣服として示された標準

服などを契機に、戦後、洋装化していきます。洋服や靴が普及していき、仕

事着（野良着）も市販のものを購入するようになりました。本企画展では、そ

のように変化していく前、昭和初期頃までの、仕事着を中心とした、人々の

日常の装いに

ついて紹介しています。展示室で、来館者を迎えるのは２体のマネキンで

す。

左のマネキンは、昭和初期頃までの男性の仕事着

を再現しています。上体にはキモノ、下体にはモモヒ

キ（この辺りでは「フンゴミ」と呼ぶ場合もある）を身

に付けています。カルサンが登場してからは、女性と

同様、下体にカルサンをはく男性もいました。昭和10

年代以降、ズボンが登場し、上体も昭和初期頃からシ

ャツを着るようになっていたため、男性の仕事着は

洋式化していきました。
右のマネキンは、昭和10年代頃までの女性の仕事

着を再現しています。上体にはキモノ、下体にはカル

サンを身に付けています。カルサンは、明治時代末期

から大正時代末期にかけて信州方面より伝わり、峡

北地方に広く普及しました（それ以前は、キモノの下

にコシマキをつけ、前がはだけないようマエダレ〈前

掛け〉をかけていた）。戦時中に活動的な標準服が紹

介されたことにより、昭和20年代以降はモンペが流

行しました。カルサンとモンペの違いは、ただ呼称の

違いや、マチの形状の違い、全体の形状の違い（カルサ

ンは中に長着の裾を入れられるよう脇の開きが大き

いが、モンペは短着に対応しているので脇の開きが小

さい）など、様々な説があります。野良仕事や家事を

する時は、上にエプロン（割烹着）を着けました。

仕事着・普段着・余所行きは、今ほど明確に分かれていなく、着古した余所行きを普段着、そして仕事着に使用

していました。

かっぽうぎ

よ そ
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かやぶんかわら版　第７０号
平成２３年３月２５日発行

特定非営利活動法人 茅ヶ岳歴史文化研究所(かやぶん)
〒408-0204　北杜市明野町上手８３１０
　　　　 明野歴史民俗資料館内
TEL／FAX ０５５１－２５－２０１９
ウェブサイト　http://www.kaya-net.jp
E-mailアドレス　　info@kaya-net.jp

※上記の住所及び連絡先が使用できるのは平成２３年３月までです。以降の
　ご連絡は下記の連絡先へお願いいたします。

TEL０５５１－２０－２０５１
ウェブサイト　http://kayabun.web.fc2.com/
E-mailアドレス　　kayabun@hotmail.co.jp

入会金：１０００円　年会費：１０００円

会員１０名で構成される特定非営利活動法人茅ヶ岳
歴史文化研究所運営検討委員会（平成２３年３月３１日を
もって解散）にて検討を重ねていき、平成２３年度以降
の法人運営について以下の通り決定しました。

○かやぶんかわら版発行
毎月発行から、年２回
発行に変更

○緊急雇用創出事業
　受託（予定）

平成２１・２２年度に引き続き、緊急雇用創出事業
「遺跡出土品整理作業」の委託を北杜市より受け
ます。

○こども神楽伝習事業
平成１５年度より毎年開催している「こども神楽
教室」を今後も継続して開催します。

○伝統文化体験教室事業
放課後及び土日祝日に毎月５回程度開催してきた
「ドキドキ!!まいぶんシリーズ」は、形を変えて、
年４回程度開催します。

○八代家住宅活用事業
平成２０年度より実施してきた八代家住宅活用事
業は、平成２３年度以降も不定期に開催いたしま
す。開催にあたっては「八代家住宅サポーター
ズ」の協力を得ます。

各事業責任者には理事が就き、これまでと変わらぬ
活発な活動を行っていきます。指定管理終了にともな
い、現事務局の体制が変化する今こそ、会員の皆さん、
ひとりひとりの力が必要な時です。

事業実施や法人運営、かやぶんかわら版発行やブロ
グ更新など、かやぶんのお仕事は様々あります。ぜひ、
ご自分にあった活動の仕方をみつけてください。

＝編集後記＝
　

振り返ると、かやぶんかわら版２１号に、新学芸員着任とい

う記事が載っていました。そして、第７０号で卒業です。ぴっ

たり５０号、楽しく記事を書かせていただきました。読んでい

ただいた方からの「頑張ってるね」という励ましや、「おもし

ろかったよ」という感想が本当に嬉しかったです。　（内海）

私がここに来た年は、明野村歴史民俗資料館の開館準備を

しているころでした。前号の資料館開館時のスタッフ集合写

真にも載っている通り、資料館と共に歩んできました。事務

の仕事は右も左もわからない状況でのスタートになりました

が、毎日来館する子供たちの笑顔に支えられた毎日でした。

皆さんありがとうございました。                 （皆川）

住友学芸員の頃から、かやぶんのイベントのお手伝いをし

たり、かわら版の発行に携わったりと微力ながら関わらせて

いただきました。かやぶんを通じて、地元民ながらも知らずに

いた行事や風習などをいろいろと勉強させていただきました。

お世話になった方々、ありがとうございました。　　（筒井）

＝理事長のことば＝
私たちのＮＰＯは神楽教室・体験学習・八代
家住宅を活用しての催しなど、大人やこどもを
対象にした諸行事を実施して、高い評価をいた
だいてきました。
これも優れた企画力と実行力を備えた事務
局の力に負う所が多かったと思います。しかし、
４月からは事務局は不在となり、その活動に
未知と不安な面が感じられます。
しかし、私たちのＮＰＯは優れた才能・能力を
持った会員が多くいることを心強く思っていま
す。どうか平成２３年度の運営方針をご覧の上、
自分の力を発揮出来そうな分野でのご協力を
お願いしたいと思います。お申し出をお待ち
しています。ご意見でも結構です。

理事長　深沢守雄

これからの茅ヶ岳歴史文化研究所
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